
滅美を知覚させる為、人工物が自然へと還ってゆく過程を表現する。

活動の痕跡                    使用され続けている道

人工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自然

人の痕跡がない場所 

イ ： 入口から人工物を見る　　　　　　　ロ ： 人工と自然の双方を認識する

ハ ： 滅美段階の和紙を見る　　　　　　 ニ ： 全体と同時に再び人工物を見る

自然の中の小道を進むと、木の柱と和紙で造られた

人工物を発見する。

　

和紙を潜ると目の前に開かれた空間がある。

自然の木に和紙が絡み風化される様子が見られる。

この時、無常感が呼び戻される。

　

中には空間を覆う和紙とそれを支える構造体がある。

人工物として使用される和紙と自然に還る和紙の

双方を認識し、それらが一続きのものであると解る。

　

外に出て後ろを振り返り、入口と同様に

人工物を見る。体験した一連の流れを思い出し、

次の滅美に向かって進んでいく。

　模型写真より見る08

　自然と人工のグラデーション 06
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　提案と見えてくる景色07
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　見落とされ滅んでいく風景05

東京都内の美術館に隣接した庭園には、跡形が無くなりつつある水路の道や、

地面が削られ根がむき出しになった樹木など、現在進行形で滅びゆきながら、

人から見落とされた風景が数多くある。

私たちの提案する庭園入り口付近のインスタレーションは” 滅美” を知覚させ、

こうした風景に振り向くきっかけを与える。
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インスタレーション外観 木にもたれる和紙 透過性による色の違い

綺麗な和紙は、

徐々に滅び始め、

跡型もなく滅び、

最後は軸組みだけ残る。

通常、高価で丁寧に扱われる和紙を

大胆に使用する。

和紙が滅ぶ様は強烈な印象を与える。
和紙を重ねて層にすることで、

地面に接する部分の風化の程度に

差が生じてくる。

　足を止めていたはずの風景01

滅美景

　和紙によるインスタレーション計画02

　提案と時間経過04

　人体スケールに応答した空間から03

入口側より立面図 入口側より内観透視図

手を伸ばせば届く範囲にある滅びゆく和紙から、

透ける光、インスピレーションを受ける。

軸組みによる人工物、そびえ立つ木々による自然物の

対比を見る。

人工的に柱を入れ構造を成り立たせる。

また敷地内にある自然の木も構造部材として

活用させインスタレーションを完成させる。

～滅美の中で無常観を呼び戻すということ～

例えば桜の花びらが散る。
物事が終わりに向かって抵抗することなく朽ちる。
こうした情景に私たちは強く心を動かされる。
今日ではこの自然の摂理に反し、物事の軌道を簡単に変えることができてしまう。 
私たちは古くから日本人の心に根付く諸行無常の考えを忘れかけているのではないか。
都内の美術館に隣接した庭園には、見落とされた朽ちていく風景がある。 
提案する和紙のインスタレーションはその風景を可視化し、人々に振り向くきっかけを与える。 
更に和紙が端から風化し自然と一体化していく様子を表現することで、
我々が失いかけている無常観を呼び戻す。

春に桜が満開になる。そこに人が集まってくる。

葉が散ると同時に、人も居なくなってしまう。

しかし、散る様子に想いを乗せ、留まる人もいる。

留まる人に映る情景を” 滅美景” と名付ける。

提案を介して無常観を呼び戻し、多くの人の目に

滅美景が映ることを期待する。


